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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 
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現
在
信
越
線
の
準
急
は
、
上
野
発
直
江
津
行
九
時
四
十
分
一
本
だ
け
で
あ
る
が
、
本
線
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
少
く
と

も
至
急
一
本
の
増
発
を
必
要
と
す
る
。 

政
府
に
お
い
て
は
、
そ
の
計
画
あ
り
や
。
又
時
間
は
上
野
発
十
六
時
と
し
、
長
野
行
を
適
当
と
考
え
る
が
如
何
。 

右
質
問
す
る
。 

信
越
線
準
急
増
発
計
画
に
関
す
る
質
問
主
意
書 
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